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• 1、2、5mmポールピッチテープ用のインクリメンタルリニアエンコーダ 
• 0.5 µm～50 µmの分解能オプション 
• 最大100m / 328フィート迄の長さの測定 
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• 最大2mm / 0.078インチの大きい取り付け公差 
• ス ケ ー ル 端 をマークするための外部リミットスイッチ付き 
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ユーザガイド

以下のモデルに適応: 
• SME12 
• SME22 
• SME52 
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3 機械的設置 
 

警告 
設置は、電源を切断し、機械部品を強制的に停止した状態で、資格のある担当
者のみにて実施して下さい。 

 
3.1 全体寸法 

(値はmmで表示) 
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A 参照マーク “R”  (23ページ) D オプションの清掃用ワイパー（17ページ） 

B リミットスイッチセンサー「LS」（24ページ） E 診断LED（26ページ） 

C インクレメンタルセンサー  
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3.2 センサーとスケール/リングの組み合わせ 
The sensor has to be compulsorily paired with its specific type of magnetic scale 
or ring as indicated in the table below. For any information on the scale or ring 
please refer to the specific documentation. 

 
 
 
 

 
 
3.3 Magnetic tape 
前述のように、各センサーモデルは、特定のタイプの磁気スケールと強制的にペ
アにする必要があります（前のセクションを参照）。 テープの詳細と適切な取
り付け方法については、特定の技術文書を参照してください。 機械的設置が、
測定長さ全体にわたって、リードヘッドと図2に示されているスケールとの間
の距離、平面性、および平行性に関するシステムの要件に準拠していることを
確認してください。 
MT磁気テープには、その磁気表面を保護するためのカバーストリップを付ける
ことができます（磁気テープの注文コードを参照）。 
リードヘッドをテープ上で両方向に取り付けることができます。 図1の矢印は、
センサーが矢印で示された方向に移動したときの標準的なカウント方向を示
しています（A信号の立ち上がりエッジがB信号の立ち上がりエッジよりも進ん
でいます）。 詳細については、23ページの「4.6カウント方向」セクションを
参照してください。 
 
 
図3および図4に示すように、外部リファレンス「R」マグネット注文コード
LKM-1309 / xおよびリミットスイッチ「LS」注文コードLKM-1309 / LSを強制的
に取り付ける必要があります。詳細については「3.6」を参照してください。 13
ページの「R」リファレンスを使用したセンサーの取り付け。 14ページの「3.7LS1
およびLS2リミットスイッチを使用したセンサーの取り付け」セクションを参照
してください。 

 
 

3.4磁気リング 
スケールの柔軟性により、センサーは線形と角度の両方のアプリケーションに
使用できます。 さらに、丸い表面や磁気リングにも取り付けることができます。 

前述のように、各センサーモデルは、特定のタイプの磁気リングと強制的にペ
アにする必要があります（「3.2センサーとスケール/リングの組み合わせ」のセ
クションを参照）。 
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センサー MT tape MRI ring 
SME12 
SME22 
SME52 

MT10 
MT20 
MT50 

MRI/xxx-xxx-1 
MRI/xxx-xxx-2 
MRI/xxx-xxx-5 

センサーは、以下の表に示すように、特定のタイプの磁気スケールまたはリング
と強制的にペアリングする必要があります。 スケールまたはリングに関する情報
については、特定のドキュメントを参照してください 
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3.5センサーを磁気テープに対して取り付ける 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 - エンコーダ/テープ取り付けギャップ 

 
Make sure that the mechanical installation complies with the system 
requirements concerning distance, planarity and parallelism between the sensor 
and the scale as shown in Figure 2. Avoid contact between the parts. 
Install the unit  providing protection means against waste, especially swarf as 
turnings,  chips or  filings;  should  this  not  be possible,  please  make sure that 
adequate cleaning measures (as for instance brushes, scrapers, jets of 
compressed air, etc.) are in place in order to prevent the sensor and the 
magnetic scale from jamming. We  suggest installing the  optional  cleaning 
wipers order code KIT WIPERS. 
Fix the sensor by means of  two M3 15 mm min. long cylinder head screws 
inserted in the provided slots. 
The recommended tightening torque is 1.1 Nm. 
The recommended minimum bend radius of the cable is: R ≥ 42 mm. 
Install  the sensor and the magnetic scale as shown in the Figure. As previously 
stated, the arrow is intended to indicate the standard counting direction  (the 
rising edge of A signal leads the rising edge of B signal). 
Please note that the MT magnetic scale can be provided with a cover strip to 
protect its magnetic surface (see the order code). Therefore the distance 
between the sensor and the magnetic scale is different whether the cover strip is 
applied. 

 
 

The distance D (see Figure 1) between the bottom of the encoder and the 
MT magnetic scale must be as follows: 
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センサー センサーとMT 
テープ間の距離D 

センサーとカバースト
リップ間の距離D 

SME12 0.1 mm ÷ 0.5 mm 
 

0.1 mm ÷ 0.3 mm 
 

スケールとのギャップ（隙間）が重要 
 

図 2 に示すように、機械的設置がセンサーとスケール間の距離、平面性、平行性に関
するシステム要件に準拠していることを確認してください。部品間の接触を避けてく
ださい。 
廃棄物、特に削りくず、切りくず、やすりなどの削りくずに対する保護手段を提供す
るユニットを設置します。 これが不可能な場合は、センサーと磁気スケールが詰ま
らないように、適切な洗浄手段（ブラシ、スクレーパー、圧縮空気の噴射など）が実
施されていることを確認してください。 オプションのクリーニングワイパー注文コ
ードキットワイパーを取り付けることをお勧めします。 
付属のスロットに挿入された 2 本の M3 15mm 最小長シリンダーヘッドネジを使用
してセンサーを固定します。 
推奨締付トルクは 1.1Nm です。ケーブルの推奨最小曲げ半径は、R≥42mmです。 
図のようにセンサーと磁気スケールを取り付けます。 前述のように、矢印は標準の
カウント方向を示すことを目的としています（A 信号の立ち上がりエッジが B 信号の
立ち上がりエッジよりも進んでいます）。 
MT 磁気スケールには、その磁気表面を保護するためのカバーストリップを付けるこ
とができることに注意してください（注文コードを参照）。 したがって、センサー
と磁気スケールの間の距離は、カバーストリップが適用されているかどうかによって
異なります。 
 

エンコーダの下部と MT 磁気スケールの間の距離 D（図 1 を参照）は、次のように
する必要があります。 
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より良い操作のために、次の距離Dをお勧めします: 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

警告 
機械的設置が、図2に示すように、測定長全体にわたって、リードヘッドとス
ケールの間の距離、平面性、および平行性に関するシステムの要件に準拠して
いることを確認してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2 - エンコーダ/テープの取り付け公差 
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センサー 
 

センサーとMTテープ間の推奨距離D 

SME12 0.25 mm  
SME22 0.50 mm  
SME52 1.0 mm  

SME22 0.1 mm ～ 1.0 mm 
 

0.1 mm ～ 0.7 mm 
 

SME52 0.1 mm ～ 2.0 mm 
 

0.1 mm ～ 1.7 mm 
 

横方向の最大偏差
+/- 1.5mm 
 



SME12 • SME22 • SME52 

 
3.6 Mounting the sensor with “R” Reference 

The Reference signal is available 
with "R" order code and in 
combination with LKM-1309/x 
Reference pole support;  “x”  is the 
pole pitch of the tape. It provides a 
single datum position along the 
scale for use at power-up or 
following a loss of power. The 
external Reference magnet is 
placed next to the scale  on the 
side shown in the Figure at  the 
preferred location to mark a 
relevant position in the travel (the 
home position, for instance). The R 
LED lights up when the sensor 

detects the LKM-1309/x external reference. If the zero signal is not present on 
the  output  or  has not  the  indicated  length  when the  LED is  ON,  move the 
Reference Mark (LKM-1309/x) of about half a pole length to align it with the 
scale while keeping the same distance from the sensor. Further information in 
the “4.7 Reference “R”” section on page 23. 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3 - 外部リファレンス（外部参照マーク） 

 
 

D1: gap to be compliant with between the sensor and the LKM-1309/x external 
magnet. 
D2: distance from the centre of the fixing hole to the edge of the Reference 
Mark. 
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「R」参照マークを使用したセンサーの取り付け 
 

基準信号は、「R」注文コードと LKM-1309 
/ x 基準極サポートとの組み合わせで利
用できます。 「x」はテープの極ピッチ
です。 これは、電源投入時または電源喪
失後に使用するために、スケールに沿っ
た単一のデータム位置を提供します。 外
部基準磁石は、図に示されている側の目
盛りの横の好ましい位置に配置され、移
動中の関連する位置（たとえば、ホーム
位置）をマークします。 センサーが
LKM-1309 / x 外部基準を検出すると、
RLED が点灯します。 

ゼロ信号が出力にない場合、または LED がオンのときに指定された長さがない場合は、
極長の約半分のリファレンスマーク（LKM-1309 / x）を動かして、同じ距離を保ちなが
ら目盛りに合わせます。 センサーから。 詳細については、23 ページの「4.7 リファレン
ス「R」」セクションを参照してください。 

D1:センサーと LKM-1309 / x 外部磁石の間で準拠するギャップ。 
D2: 固定穴の中心からリファレンスマークの端までの距離。 
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3.7 LS1およびLS2リミットスイッチを使用したセンサーの取り付け 
SMEx2 linear encoders integrate two sensors designed to detect external limit 
switches  (code LKM-1309/LS). They  allow  to  detect the ends  in  the  travel. 
External  references LS1 and LS2 must  be installed at  either/both ends of  the 
sensor's travel on the side shown in the Figure respecting the indicated 
tolerances. In  this  way  at  power-up  or  during  operation  the  controller  can 
determine whether the encoder is at an end-of-travel and in which direction to 
drive the axis. Further information on page 24. 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4 - External limit switches 

 
 

D1: gap to  be respected  between the  sensor  and  the LKM-1309/LS  external 
magnet. 
D2: distance from the centre of the fixing hole to the edge of Limit  Switch 
Mark. 

 
 

MAN SME12_SME22_SME52 E 1.6 機械的設置         14 of 32

 D1 D2 

SME12 / LKM-1309/1 0.1 – 0.3 mm  7.3 mm 
 

SME22 / LKM-1309/2 0.5 – 0.7 mm  7.5 mm 
 

SME52 / LKM-1309/5 0.5 – 1.0 mm  7.5 mm 
 

SMEx2 リニアエンコーダは、外部リミットスイッチ（コード LKM-1309 / LS）を検
出するように設計された 2 つのセンサーを統合しています。 それによって測定長の
終端検出することが可能になります。 外部リファレンス LS1 および LS2 は、示さ
れた許容誤差を考慮して、図に示されている側のセンサーの移動のいずれか/両端に
取り付ける必要があります。 このようにして、電源投入時または動作中に、コント
ローラはエンコーダが移動の終わりにあるかどうか、および軸を駆動する方向を決
定できます。 詳細については、24 ページを参照してください。 

外部リミットスイッチ 

D1：センサーと LKM-1309 / LS 外部磁石の間で尊重されるギャップ。 
D2：固定穴の中心からリミットスイッチマークの端までの距離。 
 



SME12 • SME22 • SME52 

 
 
 
 
 
 
 
 

3.8 Measuring length 
The length of the tape can be theoretically unlimited. The tape is supplied in 
rolls up to 100 m / 328 ft long. 
The sensor area must always be fully within the limits of the tape magnetic 
surface, then the maximum measuring length is the maximum length of the 
tape minus the length of the sensor head (and further two safety sections at 
both end each one being min. 1-pole pitch long). For instance, if we use MT50 
tape: if the travel in your application is 500 mm / 19.685”, then the length of 
the tape to be installed will be: 500 mm / 19.685” (measuring length) + 40 mm / 
1.575” (length of the readhead, see the Figure on page 9) + 2 x 5 mm (the 
length of two pole pitches of MT50 tape for safety reasons) = 550 mm / 21.653”. 

 
 
 

3.9 Mounting the sensor with MRI magnetic rings 
As previously stated, the flexibility of the tape allows the sensor to be used also 
for angular applications. Furthermore it can be installed also on round surfaces 
or MRI type magnetic rings. 
When the sensor is installed on magnetic rings having a 10 mm / 0.4” wide 
magnetic surface, line up both the sensor and the ring on the central axis. When 
magnetic rings having a 5 mm / 0.2” wide magnetic surface are used, line up the 
sensor and the ring as shown in Figure 5; please consider that the incremental 
sensor is located laterally in the sensing head. With 5 mm rings the mounting 
direction  of  the  ring  makes  no  difference  (but  ascertain  that  the  sensor  is 
properly aligned on the correct side!). 
Install  the unit  providing protection means against waste, especially swarf as 
turnings,  chips or  filings;  should this not  be possible,  please make sure that 
adequate cleaning measures (as for instance brushes, scrapers, jets of 
compressed air, etc.) are in place in order to prevent the sensor and the 
magnetic scale from jamming. 
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 D1 D2 

SMEx2 - LKM-1309/LS 0.5 – 1.0 mm  7.5 mm 
 

測定長 
テープの長さは理論的には無制限です。 テープは、最大 100 m / 328 フィートの長さのロー
ルで提供されます。 
センサー領域は常にテープの磁気面の制限内に完全に収まっている必要があります。最大測
定長は、テープの最大長からセンサーヘッドの長さを引いたものです（さらに、両端の 2 つ
の安全セクションはそれぞれ最小 1 です。 -ポールピッチが長い）。 たとえば、MT50 テー
プを使用する場合：アプリケーションの移動量が 500 mm / 19.685 "の場合、取り付けられる
テープの長さは 500 mm / 19.685"（測定長）+ 40 mm / 1.575 "（ リードヘッドの長さ。9 ペー
ジの図を参照）+ 2 x 5 mm（安全上の理由から MT50 テープの 2 つの極ピッチの長さ）= 550 
mm /21.653 インチ。 

MRI 磁気リングに対するセンサーの取り付け 

前述のように、テープの柔軟性により、センサーは角度のあるアプリケーションに
も使用できます。さらに、丸い表面や MRI タイプの磁気リングにも取り付けるこ
とができます。 
磁気面の幅が 10mm / 0.4 インチの磁気リングにセンサーを取り付ける場合は、セン
サーとリングの両方を中心軸に合わせます。磁気面の幅が 5mm / 0.2 インチの磁気
リングを使用する場合は、図 5 に示すようにセンサーとリングを並べます。インク
リメンタルセンサーは、センシングヘッドの横方向に配置されていることを考慮し
てください。 5 mm のリングでは、リングの取り付け方向に違いはありません（た
だし、センサーが正しい側に正しく配置されていることを確認してください）。 

廃棄物、特に削りくず、切りくず、やすりなどの削りくずに対する保護手段を提供
するユニットを設置します。これが不可能な場合は、センサーと磁気スケールが詰
まらないように、適切な洗浄手段（ブラシ、スクレーパー、圧縮空気の噴射など）
が実施されていることを確認してください。 

機械的設置 
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Figure 5 - Sensor / ring alignment 

 
To learn about the mounting tolerances refer to the tables below as well as to 
Figure 2, Figure 5 and Figure 6. 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Figure 6 - Sensor / ring mounting gap 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

MAN SME12_SME22_SME52 E 1.6 Mechanical installation 16 of 32

センサー センサーとMRIリング間の距離DR 

SME12 0.1 mm ～ 0.5 mm 
 

SME22 0.1 mm ～ 1.0 mm 
 

SME52 0.1 mm～ 2.0 mm 
 

図 5-センサー/リングの位置調整 

取り付け公差については、以下の表、および図 2、図 5、図 6 を参照してください。 

リングからの距離 

図 6-センサー/リングの取り付けギャップ 

機械的設置 
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3.10 Standard counting direction 
The positive counting direction (the rising edge of A signal leads the rising edge 
of B signal) is achieved when the sensor moves on the tape according to the 
arrow shown in Figure 1; or when the ring turns according to the arrow shown 
in Figure 6. For further information see the “4.6 Counting direction” section on 
page 23. 

 
 
 

3.11 Optional cleaning wipers (Figure 1) 
This  encoder  can  be  optionally  provided  with  rubber  cleaning  wipers  to  be 
mounted on the sensing head (order code KIT WIPERS). They are designed for 
debris removal from the magnetic tape surface in order to ensure a clear path of 
motion. 
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センサー センサーとMRIリング間の推奨距離DR 

SME12 0.25 mm  
SME22 0.50 mm  
SME52 1.0 mm  

標準計数方向 

図 1 に示す矢印に従ってセンサーがテープ上を移動すると、正のカウント方向（A
信号の立ち上がりエッジが B 信号の立ち上がりエッジより先に進む）が達成されま
す。 または、図 6 に示す矢印に従ってリングが回転したとき。詳細については、23

ページの「4.6 カウント方向」セクションを参照してください。 

オプションのクリーニングワイパー（図 1） 

このエンコーダには、オプションで、センシングヘッドに取り付けるゴム製のクリ
ーニングワイパーを取り付けることができます（注文コードキットワイパー）。 そ
れらは、明確な動きの経路を確保するために、磁気テープ表面から破片を除去する
ように設計されています。 

機械的設置 



SME12 • SME22 • SME52 

 
4 Electrical connection 
WARNING 
Electrical  connection  must  be  carried  out  by  qualified  personnel  only,  with 
power supply disconnected and mechanical parts compulsorily in stop. 

 
 

WARNING 
If wires of unused signals come in contact, irreparable damage could be caused 
to the device. Thus they must be cut at different lengths and insulated 
singularly. 

 
 
 

4.1 M10 cable connection 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 See the order code for power supply voltage level 
 

EXAMPLE 
SME52-L-1-... +Vdc = +5Vdc ± 5% 
SME52-YC-2-... +Vdc = +10Vdc +30Vdc 

 
2 Reference “R" signals (see the “4.7 Reference “R”“ section on page 23), see the 
order code. 

 
3 LS1 /  LS2 limit  switch  signals  (see  the  “4.8  LS1 and  LS2 limit  switches” 
section on page 24). 
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機能 M10 ケーブル 
0Vdc 黒色 

+Vdc 1 赤色 
A 黄色 
/A 青色 
B 緑色 
/B 橙色 
0 2 白色 
/0 2 灰色 

LS1 3 茶色 
LS2 3 紫色 

シールド シールド 

電機結線 

M10 ケーブル結線 

１．電源電圧レベルについては、注文コードを参照してください 

例： 
SME52-L-1-... +Vdc = +5Vdc ± 5% 
SME52-YC-2-... +Vdc = +10Vdc +30Vdc 

２．参照「R」信号（23 ページの「4.7 参照「R」」セクションを参照）、注文コー
ドを参照してください。 

3．LS1 / LS2 リミットスイッチ信号（24 ページの「4.8LS1 および LS2 リミットスイ
ッチ」を参照）して下さい。 

電気結線 

警告 
電気接続は、電源を切断し、機械部品を強制的に停止した状態で、資格のある担当者
のみで実行して下さい。 

警告 

未使用の信号線が接触すると、デバイスに修復不可能な損傷を与える可能性があります。 
したがって、それらは異なる長さに切断され、単独で絶縁されなければなりません。 
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NOTE 
All sensors can provide inverted signals. 
A = A signal; 
/A = inverted A signal (or complementary signal). 
All Lika's magnetic sensors can provide AB0, /AB0 output signals. You are advised 
to always connect the inverted signals if the receiving device will accept them. 
Otherwise each output should be insulated singularly. 

 
 
 

4.2 M10 cable specifications 
Model : LIKA HI-FLEX sensor cable type M10  
Cross section : 2 x 0.22 mm2 + 8 x 0.14 mm2 (24/26AWG) 
Jacket : Matt Polyurethane (TPU) halogen free, oil, hydrolysis, 

abrasion resistant 
Shield : Tinned copper braid, coverage > 85%  
Outer diameter : 5.7 ± 0.2 mm (0.224” ± 0.008”) 
Min. bending radius : outer diameter x 7.5 
Work temperature: dyn -40 +90°C (-40° +194°F) / fix -50 +90°C (-58° +194°F) 
Conductor resistance : <90 Ω/Km (0.22 mm2), <148 Ω/Km (0.14 mm2) 

 
The total length of the cable that connects the sensor and the receiving device 
should not exceed the values stated in the “Cable lengths” section of the linear 
encoders' catalogue; they are specific for each type of output circuit. If you need 
to reach greater distances please contact Lika Electronic Technical Dept. 
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注記 

すべてのセンサーは反転信号が出力されます。 
 A =信号; 
/ A =A の反転信号（または相補信号）。 
Lika 社のすべての磁気センサーは、AB0、/ AB0 出力信号を提供します。 受信デバイス
が反転信号を受け入れる場合は、必ず反転信号を使用されることをお勧めします。 それ
以外の場合（/A, /B を使用しない場合）は、各出力を個別に絶縁する必要があります。 

M10 ケーブル仕様 

モデル  ：LIKA HI-FLEX センサーケーブルタイプ M10 

断面   ：2 x 0.22 mm2 + 8 x 0.14 mm2 (24/26AWG) 
ジャケット：マットポリウレタン（TPU）ハロゲンフリー、オイル、加水分解、耐摩耗性 
シールド ：錫メッキ銅編組、カバレッジ> 85％ 

外径   ：5.7±0.2 mm（0.224 "±0.008"） 
作業温度 ：dyn -40 + 90°C（-40°+ 194°F）/固定-50 + 90°C（-58°+ 194°F） 

導体抵抗 ：<90Ω/ Km（0.22 mm2）、<148Ω/ Km（0.14 mm2） 

センサーと受信デバイスを接続するケーブルの全長は、リニアエンコーダのカタロ
グの「ケーブルの長さ」セクションに記載されている値を超えてはなりません。 こ
れらは、出力回路のタイプごとに固有です。 より長い距離に到達する必要がある場
合は、Lika Electronic TechnicalDept に連絡してください。 

電気結線 
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4.3 Connection of the shield 
For signals transmission always use shielded cables. The cable shielding must be 
connected properly to the metal ring nut 3 of the connector in order to ensure a 
good earthing through the frame of the device. To do this disentangle and 
shorten the shielding 1 and then bend it over the part 2; finally place the ring 
nut 3 of the connector. Be sure that the shielding 1 is in tight contact with the 
ring nut 3. 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4.4 Ground connection 
Minimize noise by connecting the cable shield and the sensor to ground. Make 
sure that ground is not affected by noise. The connection point to ground can 
be situated both on the device side and on the user’s side. The best solution to 
minimize the interference must be carried out by the  user. You are advised to 
provide the ground connection as close as possible to the encoder. 


